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一　

は
じ
め
に

　

正
岡
子
規
に
と
っ
て
新
体
詩
と
は
い
か
な
る
ジ
ャ
ン
ル
だ
っ
た
か
。
子
規
が

本
格
的
に
詩
壇
に
参
入
す
る
の
は
明
治
二
十
九
年
八
月
の
こ
と
。
そ
れ
か
ら
約

一
年
半
、
彼
は
雑
誌
『
日
本
人
』
を
中
心
に
集
中
的
に
新
体
詩
を
発
表
し
て
い

る
）
1
（

。
本
稿
で
は
当
時
の
詩
壇
の
動
静
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
子
規
の
新
体
詩
と

俳
句
の
関
係
性
、
及
び
そ
の
同
時
代
的
な
位
置
づ
け
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

富
士
川
英
郎
は
、
子
規
の
新
体
詩
に
は
「
抒
情
詩
と
い
う
べ
き
も
の
が
ほ
と

ん
ど
全
く
見
出
さ
れ
ず
、
そ
の
大
半
が
叙
事
詩
や
、
俳
句
的
な
写
生
詩

0

0

0

0

0

0

0

の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
（「
子
規
の
漢
詩
と
新
体
詩
」、『
子
規
全
集　

第
八
巻
』、
一
九
七
六
・
七
、
講
談
社
、
傍
点
田
部
・
以
下
同
）。
同
論
で
富
士

川
は
「
叙
事
詩
」
や
「
時
事
詩
」
と
並
ん
で
「
自
然
詩

0

0

0

」
と
の
評
言
も
用
い
て

い
る
。
ま
た
、
長
谷
川
孝
士
も
「
子
規
の
新
体
詩
は
俳
句
的

0

0

0

で
あ
る
」、「
子
規

の
新
体
詩
の
発
想
や
表
現
様
式
が
俳
句
的

0

0

0

で
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
」
と
断
言

す
る
（「
解
題　

新
体
詩
」、
同
前
）。

　

子
規
が
詩
壇
に
進
出
し
始
め
た
明
治
二
十
九
年
当
時
、
彼
は
既
に
俳
人
と
し

て
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
の
動
向
は
ま
ず
俳
句
か
ら
の
延

長
線
上
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
、「
俳
句
の
陣
よ
り
討
て
出
で
、

大
に
新
体
詩
の
野
に
戦
は
ん
」（
古
茅
庵
「
竹
の
里
人
」、
明
二
九
・
九
・
二
五

『
世
界
之
日
本
』）
や
、「
俳
壇
の
新
生
面
を
開
き
し
子
規
は
、
新
体
詩
の
為
に

尽
さ
ん
と
し
て
」
云
々
（
無
署
名
「
子
規
」、
明
二
九
・
一
〇
・
一
〇
『
新
声
』）

と
い
っ
た
調
子
で
、
俳
句
革
新
の
功
労
者
と
し
て
詩
壇
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、『
少
年
文
集
』
記
者
は
「
子
規
は
第
一
流
の
俳
家
に
し
て
、

俳
才

0

0

を
新
詩
壇
の
伸
ば
し
」
て
い
る
と
述
べ
（
無
署
名
「
新
詩
会
の
詩
集
」、

明
二
九
・
一
一
・
一
〇
）、
大
町
桂
月
も
「
子
規
の
新
体
詩
は
、
な
ほ
俳
句
の

0

0

0

痕
跡
0

0

を
存
せ
り
」
と
評
し
て
い
る
（「『
こ
の
花
』
を
評
す
（
下
）」、
明
三
〇
・

五
・
一
〇
『
帝
国
文
学
』）。
桂
月
が
批
評
す
る
『
こ
の
花
』（
明
三
〇
・
三
、

同
文
館
）
と
は
、
新
詩
会
（
佐
々
木
信
綱
、
子
規
、
武
島
羽
衣
、
塩
井
雨
江
、

杉
烏
山
、
与
謝
野
鉄
幹
、
大
町
桂
月
、
落
合
尚
文
）
の
合
同
詩
集
で
、
子
規
も
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「
お
も
か
げ
」
ほ
か
五
篇
を
寄
せ
て
い
る
。
同
書
の
緒
言
は
「
散
文
の
詩
、
独

り
盛
に
し
て
、
韻
文
の
詩
の
振
は
ざ
る
は
、
洵
に
文
学
の
為
に
慨
す
べ
き
な
り
」

と
始
ま
る
が
、
子
規
も
そ
う
し
た
同
時
代
的
な
問
題
意
識
の
中
で
、
新
体
詩
と

い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
個
性
を
模
索
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
子
規
が
新
体
詩
に
何
を
託
し
た
か
、
と
い
う

一
事
で
あ
る
。
彼
の
新
体
詩
に
「
俳
才
」
や
「
俳
句
の
痕
跡
」
を
見
る
と
き
、

ジ
ャ
ン
ル
の
境
界
は
半
ば
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
坪
内
稔
典
は
日
夏

耿
之
介
に
よ
る
子
規
評
を
咀
嚼
す
る
中
で
、「
子
規
の
俳
句
の
こ
こ
ろ
と
新
体

詩
の
精
神
と
の
ず
れ
」
に
光
を
当
て
る
（「
子
規
の
新
体
詩
」、
国
崎
望
久
太
郎

博
士
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
日
本
文
学
の
重
層
性
』、
一
九
八
〇
・
四
、

桜
楓
社
）。
し
か
し
多
く
の
先
行
論
で
は
、
そ
う
し
た
「
ず
れ
」
を
生
み
出
す

新
体
詩
側
の
同
時
代
的
な
視
点
が
欠
け
て
い
る
。
坪
内
論
に
し
て
も
結
局
は

「
子
規
の
詩
精
神
と
、『
若
菜
集
』
の
詩
精
神
と
の
ず
れ
」
と
い
う
個
別
的
な
比

較
に
収
斂
し
て
し
ま
う
。
本
稿
で
は
、
富
士
川
の
言
う
「
俳
句
的
な
写
生
詩
」

と
い
う
評
価
を
手
掛
か
り
と
し
な
が
ら
、
明
治
三
十
年
前
後
の
新
体
詩
壇
に
お

け
る
子
規
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二　

日
清
戦
後
の
新
体
詩

　

そ
れ
に
先
駆
け
、
ま
ず
は
日
清
戦
後
の
新
体
詩
を
め
ぐ
る
問
題
系
を
概
観
し

て
お
こ
う
。
当
時
の
文
壇
で
は
「
詩
想
」
と
「
詩
形
」
の
軽
重
に
関
し
て
様
々

な
議
論
が
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
子
規
も
「
能
く
詩
想

と
詩
形
と
相
適
合
せ
ば
則
ち
佳
作
な
ら
ん
の
み
」
な
ど
と
言
及
し
て
い
る
（「
文

学
」、
明
二
九
・
八
・
五
『
日
本
人
』）。
杉
本
邦
子
は
、
高
山
樗
牛
や
島
村
抱

月
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
「
想
」
対
「
形
」
の
論
争
を
、
具
体
的
な
言
表
に
即

し
な
が
ら
描
出
す
る
（『
明
治
の
文
芸
雑
誌
│
そ
の
軌
跡
を
辿
る
│
』、
一
九
九

九
・
二
、
明
治
書
院
、「
初
期
新
体
詩
論
│
雑
誌
を
中
心
に
│
）
2
（
」）。
し
か
し
、

杉
本
論
も
詳
述
す
る
よ
う
に
、
当
時
の
新
体
詩
を
め
ぐ
る
言
説
は
詩
想
と
詩
形

の
二
分
法
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
側
面
が
あ
る
。
新
体
詩
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
文

学
的
、
詩
的
価
値
を
模
索
す
る
中
で
様
々
な
評
価
軸
が
交
錯
し
て
い
る
の
だ
。

本
稿
で
は
そ
う
し
た
評
価
の
網
目
の
中
に
子
規
の
新
体
詩
を
再
配
置
す
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
手
掛
か
り
と
し
て
「
現
時
の
新
体
詩
」（
山
県
螽
湖
、
明
二
九
・
八
・

一
〇
『
青
年
文
』）
を
参
照
す
る
。
同
記
事
で
は
当
時
の
新
体
詩
を
「
構
造
」

と
「
用
語
」
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
分
析
し
て
い
る
。
前
者
は
、「
七
五
五

七
の
調
に
従
ふ
体
」
と
「
詩
形
の
如
何
を
問
は
ざ
る
体
」、
そ
れ
ら
を
折
衷
し

て
「
或
程
度
ま
で
一
定
の
調
に
従
ふ
体
」
の
三
者
に
細
分
化
さ
れ
る
。
ま
た
後

者
も
、
雅
言
を
専
ら
と
す
る
も
の
と
、
漢
語
や
俗
語
、
外
国
語
を
も
許
容
す
る

も
の
に
二
分
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
色
分
け
自
体
は
当
時
の
実
情
を
的
確
に
反
映

し
た
も
の
と
言
え
る
。
た
だ
、
用
語
の
位
置
づ
け
は
厄
介
で
あ
る
。
語
の
選
択

は
詩
想
の
内
容
を
規
定
す
る
と
同
時
に
、
作
品
全
体
の
調
子
に
も
影
響
を
与
え

得
る
。
そ
う
し
た
境
界
の
曖
昧
さ
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
ま
ず
は
詩
形
の
側
か

ら
当
時
の
新
体
詩
の
相
貌
を
眺
め
て
み
よ
う
。

　

狭
義
の
「
韻
文
」
は
詩
形
上
一
定
の
韻
律
を
有
し
て
お
り
、「
調
」
の
個
性
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も
多
く
は
こ
の
韻
律
に
由
来
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
先
の
分
類
に
も
あ
っ
た
よ
う

に
、
日
清
戦
後
文
壇
で
は
無
韻
の
新
体
詩
が
提
唱
、
実
践
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

代
表
格
が
外
山
正
一
『
新
体
詩
歌
集
』（
明
二
八
・
九
、
大
日
本
図
書
）
で
あ
る
。

外
山
は
同
書
の
序
文
や
「
新
体
詩
及
び
朗
読
法
」（
明
二
九
・
三
・
一
〇
、
四
・

一
〇
『
帝
国
文
学
』）
の
中
で
、
従
来
的
な
五
七
・
七
五
調
の
刷
新
を
説
き
、

音
読
時
の
意
味
の
ま
と
ま
り
を
尊
重
し
た
「
朗
読
体
」、「
口
演
体
」
新
体
詩
を

提
唱
し
た
。
こ
こ
に
は
日
清
戦
後
文
壇
で
要
請
さ
れ
る
複
雑
な
詩
想
に
詩
形
を

適
用
さ
せ
る
目
論
見
が
あ
る
。
詳
細
は
前
掲
杉
本
論
に
譲
る
が
、
外
山
の
そ
う

し
た
主
張
に
は
反
発
の
声
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、「『
新
体
詩
歌
集
』

い
で
ゝ
よ
り
、
端
な
く
詩
の
形
式
と
内
容
と
に
つ
き
て
の
議
論
は
お
こ
り
た

り
」（
無
署
名
「
明
治
廿
八
年
の
新
体
詩
界
」、
明
二
九
・
一
・
一
〇
『
帝
国
文

学
』）
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
試
み
自
体
は
詩
壇
の
活
性
化
に
少
な
か
ら
ず
貢

献
し
た
よ
う
だ
。
無
韻
律
の
是
非
が
議
論
さ
れ
る
中
で
「
詩
」
の
要
件
に
対
す

る
関
心
が
醸
成
さ
れ
て
い
き
、
結
果
的
に
抒
情
性
を
「
詩
」
の
主
流
と
み
な
す

よ
う
な
言
説
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

さ
て
、
先
に
も
触
れ
た
通
り
、
詩
想
と
詩
形
の
間
に
は
用
語
の
問
題
が
潜
ん

で
い
る
。
日
清
戦
後
詩
壇
で
は
、
雅
言
を
多
用
す
る
擬
古
派
（
朦
朧
派
）
が
一

つ
の
勢
力
を
築
い
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
詩
風
に
つ
い
て
は
、「
優
美
閑

雅
な
る
王
朝
的
感
情
を
歌
ふ
べ
き
も
、
以
て
今
日
の
変
化
多
き
情
緒

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
暢
ぶ
べ

か
ら
ず
」
と
の
批
判
も
見
受
け
ら
れ
る
（
樗
牛
「
起
て
よ
新
体
詩
家
」、
明
二

九
・
五
・
二
〇
『
太
陽
』）。
一
方
、
朗
読
体
の
よ
う
に
俗
語
を
許
容
す
る
詩
風

に
対
し
て
も
、「
平
常
の
用
語
と
同
じ
き
は
、
こ
れ
詩
に
非
ず
」、「
詩
語
の
要

諦
の
一
は
古
語
を
用
ゐ
る
に
在
り
」
と
の
声
が
挙
が
っ
て
い
る
（
大
町
桂
月

「
詩
歌
に
於
け
る
古
語
及
び
俗
語
」、
明
三
〇
・
四
・
一
〇
『
帝
国
文
学
』）。
こ

こ
で
は
、
雅
言
や
俗
語
と
い
う
用
語
の
選
択
が
、
詩
想
と
し
て
の
「
感
情
」
や

「
情
緒
」
と
直
結
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、「
難
事
な
る
俗
語
漢
語
の
挿
入
を

試
み
し
子
規
子
あ
り
」（
無
署
名
「
其
の
作
」、
明
三
一
・
一
・
三
『
早
稲
田
文

学
』）
と
い
う
よ
う
に
、
子
規
の
新
体
詩
も
ま
た
用
語
の
多
様
性
に
お
い
て
評

価
さ
れ
て
い
た
。

　

他
方
、「
調
」
を
構
成
す
る
要
素
の
一
つ
に
措
辞
が
挙
げ
ら
れ
る
。
韻
文
に

お
け
る
字
句
の
配
置
は
韻
律
の
影
響
で
時
に
文
法
上
の
規
則
か
ら
逸
脱
し
て
し

ま
う
。
そ
う
し
た
措
辞
の
異
化
作
用
も
ま
た
「
詩
」
の
個
性
と
な
り
得
る
の
だ
。

五
十
里
文
映
に
よ
る
と
、
藤
村
『
若
菜
集
』（
明
三
〇
・
八
、
春
陽
堂
）
刊
行

当
時
の
詩
壇
で
は
、「
措
辞
の
稚
拙
な
散
文
的
な
詩
句
を
、
詩
特
有
の
表
現
に

よ
り
改
善
す
べ
き
だ
と
す
る
声
が
少
な
く
な
」
か
っ
た
と
い
う
（「
声
調
を
め

ぐ
る
『
若
菜
集
』
の
戦
術
│
│
『
万
葉
集
』
と
の
関
連
を
中
心
に
│
│
」、
二

〇
一
三
・
一
一
『
日
本
近
代
文
学
』
八
九
集
）。
そ
う
し
た
中
で
七
五
調
の
『
若

菜
集
』
が
「
圧
倒
的
な
好
評
」
を
博
し
得
た
の
は
、『
万
葉
集
』
と
通
底
す
る

独
特
な
措
辞
の
た
め
だ
っ
た
。
実
際
、
子
規
も
『
若
菜
集
』
の
「
字
句
」
に
つ

い
て
は
、「
其
変
幻
奇
崛
能
く
平
板
に
陥
ら
ざ
る
を
得
た
る
を
喜
ぶ
」
と
評
価

し
て
い
る
（「
若
菜
集
の
詩
と
画
」、
明
三
〇
・
九
・
二
七
『
日
本
』
附
録
週
報
）。

後
述
す
る
よ
う
に
、
子
規
が
明
治
三
十
年
か
ら
実
践
し
始
め
る
押
韻
新
体
詩
に

も
、
詩
形
上
の
制
約
に
よ
っ
て
措
辞
の
多
様
化
を
図
る
と
い
う
狙
い
が
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
押
韻
の
試
み
が
当
時
の
詩
壇
で
賛
同
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
措
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辞
の
上
で
の
個
性
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
抒
情
的
な
詩
想
が
求
め
ら

れ
て
い
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

続
い
て
詩
想
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
叙
事
詩
や
抒
情
詩
と
い
っ
た
分
類
は

主
と
し
て
こ
の
詩
想
に
由
来
す
る
。
特
に
、
日
清
戦
後
詩
壇
で
は
叙
事
詩
が
最

後
の
光
彩
を
放
ち
、
新
た
に
抒
情
詩
の
時
代
が
幕
を
開
け
よ
う
と
し
て
い
た
）
3
（

。

「
叙
事
詩
」（
無
署
名
、
明
二
九
・
五
・
二
三
『
国
民
之
友
』）
で
は
、「
我
邦
の

歴
史
は
英
雄
的
出
来
事
を
以
て
満
つ
」
と
述
べ
つ
つ
、
そ
の
中
か
ら
「
日
本
特

種
の
一
大
詩
を
産
す
る
」
よ
う
啓
発
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
高
山
樗
牛
は
、

叙
事
詩
の
欠
乏
は
「
国
民
的
性
質
」
に
基
づ
く
「
当
然
の
結
果
」
で
あ
り
（「
何

故
に
叙
事
詩
は
出
で
ざ
る
か
」、
明
二
九
・
六
・
二
〇
『
太
陽
』）、「
吾
等
は
深

く
吾
邦
に
叙
事
詩
な
き
こ
と
を
悲
ま
ず
」
と
主
張
す
る
（「
其
天
分
を
発
揚
せ

よ
」、
同
前
）。
こ
の
と
き
樗
牛
は
国
民
的
叙
事
詩
か
ら
個
人
的
叙
事
詩
を
経
て
、

抒
情
詩
に
至
る
階
梯
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
予
見
通
り
、
詩
壇
の
趨

勢
は
抒
情
詩
へ
と
傾
斜
し
て
い
く
。事
実
、既
に
明
治
二
十
九
年
の
段
階
で
「
今

日
の
新
体
詩
人
中
最
此
種
の
詩
（
引
用
中
│
│
抒
情
詩
）
を
歌
ふ
も
の
多
数
を

占
む
」
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
（
無
署
名
「
叙
情
詩
の
分
類
」、明
二
九
・
七
・

一
〇
『
帝
国
文
学
』）、
翌
年
に
な
る
と
「
抒
情
詩
的
の
新
体
詩
」
は
「
現
時
の

文
壇
に
於
て
最
も
有
望
な
る
も
の
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
（
無
署
名
「
抒

情
詩
の
地
位
」、
明
三
〇
・
四
・
一
『
反
省
雑
誌
』）、
さ
ら
に
は
「
今
日
の
新

体
詩
な
る
者
は
殆
ん
ど
尽
く
抒
情
詩
乃
至
性
情
詩
な
り
」（
無
署
名
「
抒
情
詩

の
地
位
に
就
き
て
」、
明
三
〇
・
四
・
二
〇
『
太
陽
』）
と
語
ら
れ
る
に
至
る
）
4
（

。

抒
情
詩
の
台
頭
が
喧
伝
さ
れ
る
中
、
叙
事
的
な
傾
向
を
持
つ
子
規
の
新
体
詩
は

時
代
の
趨
勢
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

加
え
て
、
表
現
方
法
と
し
て
の
「
主
観
」
と
「
客
観
」、「
写
実
」
と
「
理
想
」

に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、「
一
篇
の
詩
中
作
家
の
観
念
若
し
く

は
理
想
な
く
ば
、
夫
は
詩
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
」（
無
署
名
「
所
謂
写
実
」、
明
二

九
・
七
・
一
〇
『
帝
国
文
学
』）
と
言
う
よ
う
に
、
抒
情
詩
の
台
頭
に
伴
い
、

新
体
詩
の
領
野
で
は
「
写
実
」
よ
り
も
「
理
想
」
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
日
清
戦
後
文
壇
で
は
「
詩
」
の
要
件
を
め
ぐ
っ
て

様
々
な
論
点
が
提
起
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
評
価
軸
が
混
線
す
る

こ
と
で
韻
律
に
還
元
さ
れ
な
い
「
詩
」
の
個
性
が
立
ち
現
わ
れ
て
く
る
。「
当

代
の
新
体
詩
」（
無
署
名
、
明
二
九
・
一
〇
・
一
『
明
治
評
論
』）
に
よ
れ
ば
、「
散

文
は
達
意
を
尚
ぶ
」
た
め
「
縦
横
自
在
に
し
て
、
必
ず
し
も
含
蓄
と
神
韻
と
あ

る
を
要
せ
ず
」、「
詩
は
風
韻
を
尚
ぶ
」
た
め
「
意
余
あ
り
て
詞
足
ら
ざ
る
も
亦

妨
げ
」
な
い
と
い
う
。
同
記
事
で
は
こ
の
対
立
軸
を
前
提
に
詩
想
と
詩
形
の
適

否
へ
と
論
を
進
め
る
。「
叙
事
詩
は
な
ほ
散
文
に
て
可
也
、
戯
曲
も
な
ほ
散
文

に
て
可
也
。
さ
れ
ど
、
叙
情
詩
は
猶
ほ
妄
に
散
文
の
乱
入
す
る
を
許
さ
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
拘

束
あ
る
韻
文
に
あ
ら
ざ
れ
は

（
マ
マ
）、

自
か
ら
散
文
的
な
る
を
免
れ
ざ
れ
ば
也
」。
つ

ま
り
、
抒
情
性
を
「
詩
」
や
「
韻
文
」
独
自
の
物
語
内
容
と
し
て
確
保
し
て
い

る
の
だ
。
田
岡
嶺
雲
が
「
今
日
の
新
体
詩
は
其
想
に
於
て
散
文
な
り
」
と
批
判

す
る
の
も
、
そ
う
し
た
新
体
詩
観
の
裏
返
し
と
言
え
る
だ
ろ
う
（「
新
体
詩
の

流
行
」、
明
三
〇
・
五
・
二
〇
『
文
庫
』、
附
録
『
青
年
文
』）。
他
方
、『
帝
国

文
学
』
記
者
は
前
年
（
明
三
〇
）
の
詩
壇
を
評
し
て
「
即
ち
散
文
的

0

0

0

な
り
し
新

体
詩
の
、
稍
々
詩
的
0

0

に
趣
き
た
る
」
と
論
じ
て
い
る
（
無
署
名
「
新
体
詩
壇
」、
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明
三
一
・
一
・
一
〇
）。
同
記
事
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
変
化
は
い
く
つ
か
の

詩
集
に
よ
っ
て
跡
付
け
ら
れ
る
と
い
う
。『
美
文
韻
文　

花
紅
葉
』（
塩
井
雨

江
・
武
島
羽
衣
・
大
町
桂
月
、
明
二
九
・
一
二
、
博
文
館
）
と
『
こ
の
花
』（
前

掲
）
の
時
代
か
ら
、『
松
蟲
鈴
蟲
』（
三
木
天
遊
・
繁
野
天
来
、
明
三
〇
・
五
、

東
華
堂
）
と
『
抒
情
詩
』（
宮
崎
湖
処
子
・
国
木
田
独
歩
・
松
岡
国
男
・
田
山

花
袋
・
太
田
玉
茗
・
嵯
峨
の
屋
御
室
、
明
三
〇
・
四
、
民
友
社
）
の
時
代
を
経

て
、『
若
菜
集
』（
前
掲
）
へ
至
る
と
い
う
の
だ
。
記
者
は
こ
う
し
た
変
遷
に
つ

い
て
「
其
思
想
に
於
て
前
後
大
に
径
庭
あ
る
を
見
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
か
よ
う
な
言
説
の
中
で
広
義
の
韻
文
性
が
立
ち
現
わ
れ
て
く
る
。
す
な

わ
ち
、「
韻
文
的
」
で
あ
る
こ
と
の
条
件
を
、
詩
形
上
の
韻
律
だ
け
で
は
な
く
、

詩
想
に
お
け
る
抒
情
性
に
も
認
め
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。

三　

俳
句
と
の
距
離

　

そ
れ
で
は
子
規
の
新
体
詩
に
立
ち
返
ろ
う
。
ま
ず
は
そ
の
同
時
代
的
な
位
置

づ
け
を
探
る
た
め
、
当
時
の
俳
壇
の
様
子
に
触
れ
て
お
く
。『
早
稲
田
文
学
』

（
無
署
名
「
俳
句
」、
明
三
〇
・
一
・
三
）
に
よ
る
と
、
明
治
二
十
九
年
の
日
本

派
（
子
規
を
中
心
と
し
た
俳
句
の
派
閥
）
で
は
、「
想
を
豊
に
せ
ん
と
す
る
」

傾
向
が
進
む
と
と
も
に
「
十
七
字
に
窮
屈
を
感
ず
る
色
」
が
現
れ
始
め
、
そ
の

結
果
、「
少
し
く
想
の
複
雑
な
る
も
の
に
遭
へ
ば
、
仰
い
で
新
体
詩
に
手
を
か

け
ざ
る
を
得
ざ
る
」
よ
う
な
状
況
に
至
っ
た
と
い
う
。
実
際
、
当
時
の
子
規
周

辺
、
特
に
虚
子
と
碧
梧
桐
を
中
心
と
し
て
五
七
五
の
定
型
に
と
ら
わ
れ
な
い

「
新
調
」
が
流
行
し
て
い
た
。
同
記
事
で
は
そ
う
し
た
「
新
調
」
の
延
長
線
上

に
新
体
詩
を
位
置
づ
け
て
い
る
）
5
（

。
一
方
、『
帝
国
文
学
』
の
「
俳
壇
近
況
」（
無

署
名
、
明
三
〇
・
三
・
一
〇
）
は
、
同
時
期
の
俳
壇
に
つ
い
て
「
俳
句
に
身
を

委
ね
し
諸
士
の
漸
く
他
事
業
に
移
り
て
俳
句
を
以
て
片
手
仕
事
と
な
し
変
調
止

ん
で
正
調
に
帰
ら
ん
と
す
る
」
と
概
評
す
る
。
こ
こ
で
の
「
他
事
業
」
と
は
新

体
詩
や
小
説
を
指
す
。
要
す
る
に
、
一
度
俳
句
か
ら
新
体
詩
に
移
行
し
た
こ
と

で
、却
っ
て
俳
句
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
個
性
が
再
認
識
さ
れ
、定
型
順
守
の
「
正

調
」
へ
と
復
帰
し
て
い
っ
た
と
い
う
の
だ
。

　

こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
き
、
子
規
の
新
体
詩
を
安
易
に
「
俳
句
的
」

と
評
し
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。俳
句
革
新
を
推
進
し
て
き
た
子
規
は
、俳
句
を
「
天

然
」
に
適
し
た
詩
形
と
位
置
づ
け
て
き
た
。
彼
は
早
く
か
ら
「
人
事
を
叙
す
る

者
は
錯
雑
混
乱
せ
る
が
為
に
長
篇
の
詩
歌
と
成
り
易
く
、
自
然
を
叙
す
る
者
は

簡
単
純
粋
な
る
が
為
に
短
篇
の
詩
を
生
じ
易
し
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
た

（「
文
学
雑
談
」、
明
二
六
・
一
・
一
五
『
早
稲
田
文
学
』）。
あ
る
い
は
、「
蓋
し

人
事
は
主
観
的
に
て
複
雑
な
る
を
以
て
長
篇
に
非
ざ
れ
ば
之
を
尽
し
難
く
韻
脚

等
の
わ
づ
ら
ひ
多
け
れ
ば
之
を
述
ぶ
る
に
難
か
り
」
と
も
述
べ
て
い
る
（「
文

学
漫
言
」、
明
二
七
・
七
・
二
四
『
日
本
』）。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
子
規
が

新
体
詩
で
目
指
し
た
の
は
む
し
ろ
俳
句
に
そ
ぐ
わ
な
い
複
雑
な
詩
想
、「
人
事
」

で
は
な
か
っ
た
か
。

　

野
山
嘉
正
は
、「
譚
詩
風
な
構
成

0

0

0

0

0

0

が
可
能
と
い
う
と
こ
ろ
に
子
規
は
新
体
詩

の
よ
さ
を
感
じ
取
っ
た
」
と
し
、
い
く
つ
か
の
作
品
の
中
に
「
物
語
る
可
能
性

0

0

0

0

0

0

を
追
求
し
た
形
跡
」
を
読
み
取
っ
て
い
る
（「
子
規
の
新
体
詩
│
│
そ
の
光
芒
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│
│
」、
一
九
九
〇
・
二
『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
五
五
巻
二
号
）。
ま
た
、

今
西
幹
一
は
「
新
体
詩
の
制
作
と
相
俟
っ
て
漢
詩
の
制
作
が
衰
え
て
い
る
こ

と
」
に
着
目
し
、「
よ
り
多
く
の
詩
想

0

0

0

0

0

0

0

を
盛
り
込
め
る
漢
詩
に
変
わ
る
も
の
と

し
て
の
新
体
詩
の
登
場
」
と
い
う
見
方
を
提
示
し
て
い
る
（「
正
岡
子
規
の
新

体
詩
（
一
）
│
│
新
体
詩
の
一
水
脈
│
│
」、
一
九
九
二
・
一
〇
『
二
松
学
舎

大
学
人
文
論
叢
』
四
九
号
）。
子
規
は
俳
句
を
起
点
と
し
て
物
語
内
容
の
複
雑

化
を
目
指
し
、
新
体
詩
の
領
野
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。
こ
の
と
き
、
彼
の
「
俳

才
」
は
ど
の
よ
う
に
新
体
詩
に
生
か
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
は
、「
自
然
詩
」（
前
掲
富
士
川
論
）
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
新
体
詩
「
園

の
秋
」（
明
二
九
・
一
〇
・
五
『
日
本
人
』）
を
見
て
み
よ
う
。
本
作
は
「
萩
薄
」、

「
鶏
頭
」、「
蝉
蜩
」、「
蟲
声
」、「
白
菊
」
の
五
篇
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
末
尾
に
俳
句
を
付
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
中
か
ら
「
鶏
頭
」
を
掲
げ

る
。

朝
顔
開
く
あ
し
た
に
は
／
菜
売
豆
売
先
づ
到
る
。
／

お
し
ろ
い
の
咲
く
夕
に
は
／
豆
腐
屋
の
声
か
す
か
な
り
。
／

あ
る
日
野
分
の
吹
き
し
よ
り
／
草
倒
れ
花
お
と
ろ
へ
て
、
／

ひ
と
り
残
り
し
鶏
頭
の
／
朝
も
夕
も
只
赤
し
。
／

庭
十
歩
秋
風
吹
か
ぬ
く
ま
も
な
し

　
「
園
の
秋
」
と
い
う
総
題
か
ら
は
「
小
園
の
記
」（
明
三
一
・
一
〇
・
一
〇
『
ほ

と
ゝ
ぎ
す
』）
な
ど
に
描
か
れ
る
子
規
庵
の
庭
先
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。「
小
園

の
記
」
併
載
の
「
小
園
の
図
」
で
庭
前
の
景
物
が
尽
く
俳
句
に
詠
ま
れ
て
い
た

こ
と
を
考
え
併
せ
れ
ば
、
こ
の
「
園
の
秋
」
五
篇
も
俳
句
と
通
底
す
る
詩
想
と

言
え
よ
う
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
起
承
転
結
の
構
成
や
対
句
表
現
に
よ
っ
て
俳

句
で
は
表
現
し
難
い
表
現
世
界
が
切
り
開
か
れ
て
い
る
。

　

一
、
二
行
目
、
語
り
手
は
庭
先
の
朝
顔
を
目
で
楽
し
み
な
が
ら
、
門
前
を
行

き
交
う
人
々
の
声
に
耳
を
傾
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
視
覚
と
聴
覚
、
花
と
人
と

を
対
置
す
る
こ
と
で
、
朝
の
一
幕
が
多
角
的
に
描
き
出
さ
れ
る
。
続
く
三
、
四

行
目
は
一
、
二
行
目
と
対
を
成
し
、
今
度
は
「
あ
し
た
」
と
「
夕
」
の
対
比
が

前
景
化
し
て
く
る
。
ま
た
、
一
日
の
時
間
的
な
変
化
を
演
出
す
る
こ
と
で
、
そ

の
中
に
身
を
置
き
続
け
る
語
り
手
の
存
在
も
浮
か
び
上
が
る
）
6
（

。
と
こ
ろ
が
、
転

句
に
あ
た
る
五
、
六
行
目
で
は
、
突
然
の
野
分
で
庭
の
草
花
が
吹
き
倒
さ
れ
、

一
行
目
か
ら
構
築
さ
れ
て
き
た
穏
や
か
な
一
日
が
断
ち
切
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ

し
て
七
、
八
行
目
、
衰
態
の
朝
顔
や
白
粉
花
に
対
し
て
「
朝
も
夕
も
」
変
わ
ら

ぬ
鶏
頭
が
対
置
さ
れ
る
。
前
段
の
花
と
人
と
の
対
偶
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
七

行
目
の
「
ひ
と
り
残
り
し
」
は
、
行
商
の
訪
い
も
な
い
中
で
鶏
頭
と
対
坐
す
る

語
り
手
の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
末
尾
の
句
は
そ
れ
ら
の
情
景
を
総
括
し
て
い

る
が
、
全
体
の
緊
密
な
構
成
を
鑑
み
れ
ば
蛇
足
の
感
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
新
体
詩
「
鶏
頭
」
は
俳
句
に
通
じ
る
「
天
然
」
の
詩
想
を
詠

い
つ
つ
も
、
様
々
な
対
偶
関
係
を
巧
み
に
配
す
る
こ
と
で
漢
詩
的
な
構
成
美
を

体
現
し
て
い
る
。
ま
た
、「
菜
売
豆
売
」
や
「
豆
腐
屋
」
と
い
っ
た
俗
語
の
使

用
も
当
時
の
擬
古
派
な
ど
と
は
一
線
を
画
す
る
。
た
だ
し
、
七
五
調
自
体
に
目

新
し
さ
は
な
く
措
辞
の
面
で
も
平
板
な
印
象
を
受
け
る
。
そ
も
そ
も
、
子
規
の

新
体
詩
は
総
じ
て
韻
律
や
措
辞
の
面
で
は
単
調
で
あ
り
、
そ
の
同
時
代
的
な
個

性
は
用
語
と
詩
想
の
側
面
に
認
め
ら
れ
る
。
だ
が
、
彼
が
詠
う
詩
想
は
、
当
時



正
岡
子
規
と
新
体
詩

（251）746

興
隆
の
兆
し
を
見
せ
て
い
た
抒
情
詩
の
方
面
に
は
向
か
わ
ず
、「
新
調
」
の
延

長
線
上
に
あ
る
「
人
事
」、
言
い
換
え
れ
ば
叙
事
詩
の
方
へ
と
傾
斜
し
て
い
っ

て
し
ま
う
の
だ
っ
た
。

　

続
い
て
、
同
じ
く
「
自
然
詩
」
と
評
さ
れ
る
「
小
蟲
」（
明
二
九
・
九
・
五
『
日

本
人
』）
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
同
作
は
「
胡
蝶
」、「
虻
」、「
蜻
蜒
」、「
蜂
」

の
四
篇
か
ら
成
り
、
虫
と
植
物
の
取
り
合
わ
せ
に
よ
っ
て
春
夏
秋
冬
の
情
景
を

描
き
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
宮
坂
静
生
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
作
に
は
俳
句

か
ら
の
直
接
的
な
影
響
が
見
ら
れ
る
（『
正
岡
子
規
と
上
原
三
川
』、
一
九
八

四
・
六
、
明
治
書
院
、「
Ⅰ
‐
第
四
章
‐
一
‐
１　

子
規
の
「
小
虫
」
四
詩
」）。

具
体
的
に
は
、「
赤
き
が
散
り
ぬ
。
そ
を
見
て
か
／
白
き
も
散
り
ぬ
。
虻
は
猶
」

（「
虻
」
五
、
六
行
目
）
に
「
赤
い
椿
白
い
椿
と
落
ち
に
け
り　

碧
梧
桐
」
の
影

響
が
見
ら
れ
、「
蜻
蜒
群
れ
飛
ぶ
其
下
に
／
晴
れ
て
筑
波
の
山
低
し
。」（「
蜻
蜒
」

三
、
四
行
目
）
に
も
「
赤
蜻
蛉
筑
波
に
雲
も
な
か
り
け
り　

子
規
」
の
影
が
見

て
取
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
な
お
、
本
作
を
俳
句
と
の
類
同
性

の
み
で
評
価
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
同
連
作
中
の
「
胡

蝶
」
を
掲
げ
る
。

一
本
菫
物
思
ふ
／
ゆ
ふ
べ
胡
蝶
の
舞
ひ
落
ち
ぬ
。
／
し
き
り
に
蝶
は
さ
ゝ

や
き
つ
、
／
嬉
し
げ
に
花
は
う
な
づ
き
つ
。
／
仮
の
契
り
に
紫
の
／
露
や

こ
ぼ
し
て
別
れ
け
ん
。
／
再
び
蝶
は
帰
り
来
ず
、
／
菫
は
終
に
萎
み
け
り
。

　

こ
こ
で
は
擬
人
化
さ
れ
た
蝶
と
菫
の
交
流
に
よ
っ
て
、
叙
景
に
止
ま
ら
な
い

物
語
的
な
展
開
が
生
ま
れ
て
い
る
。
特
に
本
作
の
場
合
、
動
詞
の
主
語
は
す
べ

て
菫
か
胡
蝶
で
あ
り
、
観
察
主
体
と
し
て
の
語
り
手
は
終
始
後
景
に
退
い
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
時
間
的
な
変
化
を
停
滞
さ
せ
る
「
主
観
」
の
介
入
が
少
な
く
、

両
者
の
行
動
が
軽
快
に
展
開
し
て
い
く
。
こ
の
点
で
「
胡
蝶
」
は
、「
天
然
」

の
詩
想
に
立
脚
し
な
が
ら
も
、
そ
の
表
現
方
法
に
お
い
て
は
叙
事
的
な
色
調
が

強
い
作
品
と
言
え
る
。
同
作
を
「
自
然
詩
」
と
概
評
す
る
と
き
、
詩
想
の
類
似

に
着
目
す
る
あ
ま
り
、
叙
景
に
偏
し
た
俳
句
と
の
差
異
が
看
過
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
俳
句
と
の
距
離
を
考
え
る
上
で
子
規
の
「
鹿
笛
」（
明
二
九
・

八
・
五
『
日
本
人
』）
は
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
詞
書
に
も
あ
る
よ
う
に
、

同
作
の
趣
向
は
高
桑
闌
更
の
句
「
鹿
笛
に
谷
川
渡
る
音
せ
わ
し
」（『
闌
更
集
』）

を
典
拠
と
し
て
い
る
の
だ
。
こ
の
句
に
接
し
た
子
規
は
「
巻
を
掩
ふ
て
曰
く
嗚

呼
僅
々
十
七
字
、
何
ぞ
其
余
韻
の
嫋
々
た
る
」
と
感
嘆
し
、
こ
れ
を
「
附（

マ
マ
）演

し
」

て
新
体
詩
に
作
り
替
え
た
と
い
う
。
こ
の
発
言
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
子
規

の
新
体
詩
は
詩
想
の
面
に
お
い
て
「
俳
句
的
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
逸
脱
し
て
い

く
志
向
性
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

同
作
は
全
三
節
、
一
〇
二
行
の
長
篇
詩
で
、
七
五
調
を
基
調
と
し
つ
つ
も
字

余
り
や
字
足
ら
ず
を
多
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
当
然
、
十
七
字
の
闌
更
句
に
比

し
て
よ
り
複
雑
な
詩
想
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
ず
第
一
節
は
「
藁
頭
巾
、

種
が
島
、
／
火
縄
片
手
に
う
ち
ふ
り
つ
〻
、
／
宵
闇
に
紛
れ
立
ち
出
で
つ
。」

と
始
ま
り
、
山
に
入
っ
た
猟
師
が
狩
場
の
一
本
杉
に
到
着
す
る
ま
で
の
道
程
を

描
く
。
第
二
節
は
猟
師
が
鹿
笛
で
お
び
き
寄
せ
た
牡
鹿
を
仕
留
め
る
場
面
。
第

三
節
で
は
語
り
の
主
体
が
牝
鹿
に
転
じ
、
夫
で
あ
る
牡
鹿
を
探
し
求
め
て
悲
嘆

に
暮
れ
る
様
子
が
描
き
出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
同
作
の
趣
向
は
、
擬
人
化
さ
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れ
た
牝
鹿
も
含
め
、
概
ね
「
天
然
」
よ
り
も
「
人
事
」
に
傾
い
て
い
る
と
言
え

よ
う
。
以
下
、
第
二
節
十
六
行
目
（
全
体
四
四
行
目
）
か
ら
引
用
す
る
。

鹿
笛
口
に
押
し
あ
て
〻
、
／
ひ
い
と
吹
き
ぬ
。
や
〻
あ
つ
て
、
／
又
ひ
い

と
吹
き
ぬ
。
吹
き
さ
し
て
、
／
静
ま
り
居
れ
ば
ざ
ば
〳
〵
と
、
／
谷
川
渡

る
音
せ
わ
し
。
／
心
を
入
れ
て
吹
く
笛
に
、
／
恋
路
の
闇
の
あ
や
な
く
も
、

／
呼
び
か
は
し
つ
〻
忽
然
と
、
／
男
鹿
あ
ら
は
れ
ぬ
岩
の
上
に
。
／
月
に

振
り
向
く
角
の
さ
き
、
／
妹
を
尋
ぬ
る
声
の
冴
え
、
／
そ
れ
を
し
る
べ
に

ね
ら
ひ
よ
り
て
、
／
切
つ
て
放
て
は
雷
轟
々
、
／
山
震
ひ
木
魂
す
さ
ま
じ

や
。

　

引
用
部
五
行
目
に
闌
更
句
の
中
七
以
降
が
そ
の
ま
ま
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
闌
更
句
で
は
「
鹿
笛
」
と
「
谷
川
渡
る
音
」
に
凝
縮
さ
れ
て
い
た
時

空
間
が
、
新
体
詩
「
鹿
笛
」
で
は
継
起
的
に
展
開
す
る
一
連
の
出
来
事
へ
と
拡

散
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
物
語
を
駆
動
さ
せ
る
の
は
作
中
人
物
（
引
用
部
で
は
、

猟
師
と
牡
鹿
）
を
主
語
と
す
る
動
詞
で
あ
る
。
先
の
「
胡
蝶
」
同
様
、
様
態
で

は
な
く
動
作
を
中
心
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
自
然
と
時
間
的
な
変
化

が
生
ま
れ
る
の
だ
。

　

こ
こ
で
試
み
に
、
鹿
笛
に
関
す
る
子
規
句
（『
俳
句
稿
』
明
三
〇
秋
部
）
を

抄
掲
し
て
み
よ
う
。「
鹿
笛
や
鹿
あ
ら
は
る
ゝ
山
の
鼻
」、「
鹿
笛
や
岩
に
ふ
り

向
く
月
の
鹿
」、「
鹿
笛
に
答
へ
て
鹿
の
遠
音
哉
」、「
鹿
鳴
て
又
鹿
笛
を
吹
出
し

ぬ
」、「
鹿
笛
の
や
み
け
り
や
が
て
銃
の
音
」、「
鹿
笛
や
鹿
走
り
行
く
葛
の
風
」。

こ
れ
ら
の
句
群
は
新
体
詩
「
鹿
笛
」
発
表
以
後
の
も
の
だ
が
、
詩
想
の
面
で
両

者
は
酷
似
し
て
い
る
）
7
（

。
元
来
字
数
の
制
約
が
あ
る
俳
句
で
は
一
句
内
で
動
詞
を

多
用
し
難
い
。
こ
こ
に
掲
げ
た
鹿
笛
の
句
も
、
各
々
の
物
語
内
容
が
短
時
間
的

な
動
作
に
集
約
さ
れ
て
い
る
た
め
、
新
体
詩
「
鹿
笛
」
に
比
し
て
断
片
的
な
印

象
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
俳
句
に
着
想
を
得
た
と
い
う
「
鹿
笛
」
だ
が
、
そ

の
実
、
動
作
の
連
関
に
基
づ
く
「
譚
詩
風
な
構
成
」（
前
掲
野
山
論
）
に
よ
っ
て
、

俳
句
に
集
約
で
き
な
い
複
雑
な
詩
想
を
実
現
し
て
い
る
の
だ
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
子
規
の
詩
風
は
同
時
代
の
新
体
詩
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

個
性
を
持
つ
だ
ろ
う
か
。
詩
想
が
類
似
す
る
作
品
を
手
掛
か
り
に
検
討
し
て
み

た
い
。
大
町
桂
月
「
夢
野
の
鹿
」（『
こ
の
花
』
所
収
）
は
、『
風
土
記
』
の
逸

話
を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
、
夢
占
い
で
自
ら
の
死
を
予
見
し
た
牡
鹿
が
弓
矢
で

射
殺
さ
れ
る
ま
で
を
擬
人
的
に
描
い
て
い
る
。
作
品
末
部
、
牡
鹿
の
暮
ら
し
て

い
た
夢
野
で
は
、夫
を
亡
く
し
た
牝
鹿
だ
け
が
独
り
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。「
つ

ま
に
わ
か
れ
て　

た
ゞ
独
り
／
ま
よ
ふ
牝
鹿
の　

影
寒
く
。」
と
の
末
尾
二
行

は
子
規
「
鹿
笛
」
で
毎
夜
泣
き
明
か
し
て
い
る
牝
鹿
の
姿
と
重
な
り
合
う
だ
ろ

う
。
た
だ
し
本
作
の
場
合
、
避
暑
に
訪
れ
た
大
君
と
后
が
「
主
観
」
の
担
い
手

と
し
て
登
場
す
る
。
鹿
の
声
に
夜
毎
心
惹
か
れ
て
い
た
二
人
は
、
一
夜
そ
の
声

が
聞
か
れ
ず
不
審
に
思
う
。
す
る
と
翌
朝
、
朝
食
と
し
て
臣
下
か
ら
鹿
肉
が
献

上
さ
れ
、
事
情
を
察
し
た
大
君
は
袖
を
涙
で
濡
ら
す
の
だ
っ
た
。
こ
こ
で
は
牡

鹿
の
死
を
悼
む
主
体
（
大
君
と
后
）
の
登
場
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
「
主
観
」
に

仮
託
さ
れ
た
抒
情
性
が
前
景
化
し
て
い
る
。

　

あ
る
い
は
、
太
田
玉
茗
「
妻
と
ふ
鹿
」（『
抒
情
詩
』
所
収
）
の
次
の
一
節
は
、

「
鹿
笛
」
の
一
場
面
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
に
想
起
さ
せ
る
。

妻
と
ふ
鹿
ぞ
其
妻
を
／
た
づ
ね
〳
〵
て
き
た
る
ら
む
、
／
あ
は
れ
聞
ゆ
る
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其
声
は
、
／
い
よ
〳
〵
高
く
な
り
に
け
り
。
／
（
一
行
空
き
）
／
折
し
も

あ
れ
や
凄
じ
き
／
銃
の
お
と
こ
そ
聞
え
た
れ
、
／
山
よ
り
山
に
谷
間
よ
り

／
た
に
ま
〳
〵
に
響
き
つ
ゝ
。

　

銃
声
に
よ
っ
て
牡
鹿
の
死
を
暗
示
す
る
叙
法
な
ど
は
、
類
型
的
で
は
あ
る
が

子
規
の
「
鹿
笛
」
と
響
き
合
う
。
し
か
し
本
作
冒
頭
で
は
、
猟
師
と
は
別
に
「
吹

く
秋
風
の
身
に
し
み
て
」
感
じ
る
語
り
手
自
身
が
、「
主
観
」
の
担
い
手
と
し

て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
特
に
後
半
の
二
行
、「
妻
と
ふ
鹿
を
哀
れ
誰
が
／
撃
ち

や
し
に
け
む
哀
れ
誰
が
。」
で
は
、
牡
鹿
へ
の
憐
憫
や
猟
師
へ
の
憤
り
と
い
っ

た
「
主
観
」
が
問
い
掛
け
の
形
で
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
桂
月
「
夢
野
の
鹿
」
と
玉
茗
「
妻
と
ふ
鹿
」
で
は
、
牡
鹿
の
死

に
よ
っ
て
催
さ
れ
た
悲
哀
を
、
作
中
人
物
や
語
り
手
の
「
主
観
」
に
仮
託
し
て

い
る
。
た
し
か
に
子
規
の
「
鹿
笛
」
で
も
牡
鹿
を
亡
く
し
た
牝
鹿
の
「
主
観
」

が
挿
入
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
同
作
で
牝
鹿
の
心
情
が
描
き
出
さ
れ
る
の
は

最
後
の
第
三
節
の
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
第
一
、
二
節
の
視
点
人
物
だ
っ
た

猟
師
か
ら
の
転
換
が
牝
鹿
へ
の
感
情
移
入
を
妨
げ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
一
人
称

的
な
「
主
観
」
を
欠
く
子
規
の
新
体
詩
は
、
抒
情
詩
が
興
隆
し
つ
つ
あ
る
詩
壇

の
趨
勢
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。

　

さ
ら
に
付
言
し
て
お
け
ば
、
子
規
の
新
体
詩
に
は
『
抒
情
詩
』
や
『
若
菜
集
』

で
頻
出
す
る
恋
愛
詩
も
皆
無
で
あ
る
。そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
か
、「
君
」
や
「
汝
」

と
い
っ
た
二
人
称
へ
の
問
い
掛
け
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
栗
田
靖
に
よ
れ

ば
、
子
規
は
「
感
情
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
を
用
い
な
い
で
、
た
だ
事
実
あ
り
の

ま
ま
に
写
す
と
い
う
叙
法
」
を
俳
句
か
ら
新
体
詩
に
応
用
し
た
と
い
う
（『
子

規
と
碧
梧
桐
』、
一
九
七
九
・
七
、
双
文
社
出
版
、「
Ⅱ
‐
一　

子
規
の
新
体
詩

│
│
俳
句
革
新
か
ら
短
歌
革
新
へ
の
過
程
│
│
」）。
こ
う
し
た
「
客
観
」
を
基

調
と
し
た
表
現
方
法
に
、
彼
の
「
俳
才
」
の
一
端
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

四　

散
文
へ
の
対
抗
意
識

　

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
子
規
の
新
体
詩
は
詩
想
に
お
い
て
必
ず
し
も
「
天

然
」
に
偏
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
む
し
ろ
そ
の
大
半
は
「
人
事
」
中
心
の

叙
事
的
な
物
語
が
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
複
雑
な
詩
想
を
追
求
し
た
外
山
正

一
が
朗
読
体
新
体
詩
を
提
唱
し
た
よ
う
に
、
叙
事
へ
の
傾
斜
は
時
に
韻
律
の
制

約
と
衝
突
し
て
し
ま
う
。
実
際
、
散
文
詩
に
否
定
的
な
論
者
た
ち
は
、
抒
情
性

を
以
て
韻
文
独
自
の
表
現
内
容
と
位
置
づ
け
て
い
た
。
そ
う
し
た
韻
文
と
散
文

を
め
ぐ
る
問
題
圏
の
中
で
、
子
規
は
ど
の
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

子
規
は
「
文
学
」（
明
二
九
・
八
・
五
『
日
本
人
』）
の
中
で
、「
韻
文
は
文

学
の
一
部
分
な
り
」
と
い
う
前
提
の
下
、「
韻
文
を
侮
蔑
し
て
文
学
の
附
属
物

と
為
す
」
同
時
代
の
風
潮
に
疑
念
を
呈
す
る
。
子
規
が
「
特
に
韻
文
に
向
つ
て

詳
評
を
下
す
」
の
は
、
必
ず
し
も
「
散
文
よ
り
も
韻
文
を
重
ん
ず
る
」
か
ら
で

は
な
く
、
韻
文
よ
り
も
小
説
が
注
目
さ
れ
が
ち
な
時
流
に
対
し
て
「
権
衡
を
保

た
ん
と
欲
す
る
」
た
め
だ
と
い
う
。
彼
が
「
韻
文
の
詩
」（
前
掲
『
こ
の
花
』

諸
言
）
を
推
す
新
詩
会
に
参
加
し
た
の
も
、
こ
う
し
た
ジ
ャ
ン
ル
観
が
あ
っ
た

か
ら
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
文
学
即
散
文
と
い
う
時
代
相
へ
の
対
抗
意
識
が
読
み
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取
れ
る
。

　

ま
た
、
子
規
は
日
本
派
の
「
新
調
」
を
評
す
る
に
あ
た
り
、「
一
の
調
子
を

厭
ひ
な
が
ら
他
の
調
子
を
択
は
（
マ
マ
）ざ
る
は
散
文
に
近
か
ら
し
め
ん
と
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
似
た

り
」
と
述
べ
て
い
る
（「
明
治
二
十
九
年
の
俳
諧
」、
明
三
〇
・
二
・
一
五
『
日

本
』
附
録
週
報
）。
な
る
ほ
ど
「
新
調
」
に
対
す
る
同
時
代
評
の
中
に
も
、「
散

文
の
断

フ
ラ
グ
メ
ン
ト

片
」（
無
署
名
「
俳
壇
近
況
」、
明
二
九
・
一
一
・
一
〇
『
帝
国
文
学
』）

と
の
批
判
が
見
受
け
ら
れ
る
。
韻
文
に
与
す
る
子
規
は
、
俳
句
を
散
文
化
し
て

し
ま
う
「
新
調
」
に
加
担
す
る
の
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ン
ル
の
越
境
に
よ
っ
て
複

雑
な
詩
想
の
実
現
を
目
指
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
子
規
の
叙
事
的
な
新
体
詩
は
韻
文
独
自
の
魅
力
を
発
揮
し
得
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
新
体
詩
「
父
の
墓
」（
明
二
九
・
八
・
二
〇
『
日
本
人
』）
の

第
一
節
を
見
て
み
よ
う
。
本
作
は
全
四
節
各
十
六
行
の
六
十
四
行
か
ら
構
成
さ

れ
る
。父

の
御
墓
に
詣
で
ん
と
／
末
広
町
に
来
て
見
れ
ば
／
鉄
軌
寺
内
を
よ
こ
ぎ

り
て
／
墓
場
に
近
く
汽
車
走
る
。
／
石
塔
倒
れ
花
萎
む
／
露
の
小
道
の
奥

深
く
／
小
笹
ま
じ
り
の
草
の
中
に
／
荒
れ
て
御
墓
ぞ
立
ち
た
ま
ふ
。
／
見

れ
ば
囲
ひ
の
垣
破
れ
て
／
一
歩
の
外
は
畠
な
り
。
／
石
鉄
颪
来
る
な
へ
に

／
粟
穂
御
墓
に
触
れ
ん
と
す
。
／
胸
つ
ぶ
れ
つ
ゝ
、
見
る
か
ら
に
、
／
あ

わ
て
ゝ
草
を
む
し
り
取
る
／
わ
が
手
の
上
に
頬
の
上
に
／
飢
ゑ
た
る
藪
蚊

群
れ
て
刺
す
。

　

明
治
二
十
八
年
秋
、
従
軍
か
ら
帰
国
し
た
子
規
は
郷
里
・
松
山
で
療
養
生
活

を
送
る
。
本
作
は
そ
の
時
の
墓
参
に
取
材
し
た
も
の
で
、
語
り
手
と
作
者
で
あ

る
子
規
自
身
の
姿
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
引
用
部
で
は
、「
見
れ
ば
」
や

「
胸
つ
ぶ
れ
つ
ゝ
」、「
あ
わ
て
ゝ
」
と
い
っ
た
箇
所
に
語
り
手
の
「
主
観
」
が

垣
間
見
ら
れ
る
も
の
の
、
直
截
的
な
感
情
表
現
は
皆
無
と
言
っ
て
よ
い
。
む
し

ろ
こ
の
箇
所
の
主
眼
は
、
墓
所
周
辺
の
景
物
を
「
客
観
」
と
し
て
点
描
す
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。
一
方
、
第
二
節
で
は
徐
々
に
語
り
手
自
身
の
身
上
に
意
識
が
向

か
っ
て
い
き
、そ
の
末
尾
二
行
は
第
四
節
と
同
じ
く
、「
父
上
許
し
た
ま
ひ
て
よ
。

／
わ
れ
は
不
幸
の
子
な
り
け
り
。」
と
結
ば
れ
る
。
さ
ら
に
、
第
三
節
で
は
墓

参
の
場
面
か
ら
離
れ
て
自
身
の
来
歴
へ
と
踏
み
込
み
、「
何
事
も
過
去
に
成
ら

ざ
り
き
。
／
未
来
も
成
る
こ
と
な
か
る
べ
し
。」
と
自
戒
の
念
を
綴
っ
て
い
る
。

そ
し
て
最
後
の
第
四
節
で
は
、「
わ
が
去
る
後
」
の
墓
の
様
子
を
思
い
や
り
つ
つ
、

父
と
の
最
後
の
別
れ
へ
と
焦
点
化
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
詩
想
の
展
開
か
ら
見

て
「
父
の
墓
」
は
抒
情
的
叙
事
詩
と
評
せ
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
同
作
を
「
養
痾
雑
記
」（
明
二
八
・
一
〇
・
六
『
日
本
』）
の
次
の

一
節
と
並
置
す
る
と
き
、
韻
文
と
し
て
の
個
性
は
霞
ん
で
し
ま
う
。

　

い
で
菩
提
所
に
謁
で
ゝ
久
し
ぶ
り
に
樒
を
も
手
向
け
ん
と
辿
り
行
け
ば

山
門
半
ば
崩
れ
て
一
條
の
汽
車
道
は
其
の
傍
を
横
ぎ
れ
り
。
あ
な
や
と
驚

き
て
少
し
左
に
曲
れ
ば
数
百
の
墓
累
々
と
し
て
ま
だ
あ
れ
は
て
し
と
に
は

あ
ら
ね
ど
彼
鉄
道
に
隔
て
ら
れ
て
寺
の
境
内
を
は
な
れ
た
れ
ば
父
君
祖
父

君
な
ど
の
墓
の
う
し
ろ
は
一
歩
な
ら
ぬ
に
粟
黍
な
ど
秀
で
た
り
。
一
目
見

る
よ
り
覚
え
ず
目
を
し
ば
た
ゝ
き
ぬ
。

粟
の
穂
の
こ
ゝ
を
叩
く
な
こ
の
墓
を

　

こ
こ
で
の
物
語
内
容
は
新
体
詩
「
父
の
墓
」
第
一
節
と
多
く
の
部
分
で
重
な
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り
合
う
。
引
用
末
部
の
俳
句
に
関
し
て
言
え
ば
、「
粟
の
穂
」
へ
の
呼
び
掛
け

が
語
り
手
の
切
実
な
「
主
観
」
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
ま
た
同
句
で
は
、
目

的
語
の
反
復
に
伴
い
語
順
が
転
倒
し
て
お
り
、
措
辞
の
上
で
も
散
文
部
分
と
の

差
別
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
一
節
で
は
、
散
文
に
よ
る
叙
事
と
俳
句
に
よ

る
抒
情
が
棲
み
分
け
ら
れ
、
各
々
が
そ
の
個
性
を
発
揮
し
て
い
る
と
言
え
る
。

従
来
子
規
は
俳
句
を
「
客
観
」
に
適
し
た
ジ
ャ
ン
ル
と
位
置
づ
け
て
き
た
が
、

「
粟
の
穂
の
」
句
に
は
語
り
手
の
「
主
観
」
が
凝
縮
さ
れ
て
お
り
、
韻
文
独
自

の
表
現
内
容
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
先
に
引
用
し
た
「
父
の
墓
」
第
一
節
は
、
詩
形
こ
そ
七
五
調
だ
が
事

物
の
位
置
関
係
に
多
く
筆
が
割
か
れ
て
お
り
、
情
景
描
写
と
し
て
は
冗
長
に
失

し
て
い
る
。
ま
た
、
措
辞
の
上
で
も
若
干
の
例
外
（「
露
の
小
道
の
」
や
「
荒

れ
て
御
墓
ぞ
立
ち
た
ま
ふ
」
な
ど
）
を
除
い
て
際
立
っ
た
個
性
は
見
ら
れ
な
い
。

俗
語
を
多
用
し
て
い
る
点
は
同
時
代
の
新
体
詩
に
比
し
て
特
徴
的
と
言
え
る
が
、

そ
の
た
め
に
却
っ
て
散
文
で
の
表
現
に
接
近
し
て
い
る
嫌
い
が
あ
る
。
ま
た
第

二
節
以
降
、
語
り
手
の
述
懐
が
挿
入
さ
れ
る
箇
所
で
は
、
墓
参
の
実
景
が
後
景

化
し
て
い
き
、
心
情
と
景
物
の
調
和
が
十
分
に
果
た
さ
れ
て
い
な
い
。
子
規
は

『
若
菜
集
』
を
論
評
す
る
中
で
、「
叙
景
叙
事
を
仮
ら
ざ
る
叙
情
詩
は
変
化
少
し
」

と
説
い
て
い
た
（
前
掲
「
若
菜
集
の
詩
と
画
」）。
し
か
し
、
彼
の
新
体
詩
「
父

の
墓
」
は
、
叙
事
的
な
「
変
化
」
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
同
時
代
の
詩
壇
が
要

請
す
る
抒
情
性
を
疎
か
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
傾
向
は
子
規
の
叙
事
詩
「
洪
水
」（
明
二
九
・
一
一
・
五
『
日
本

人
』）
に
も
如
実
に
表
れ
て
い
る
。
本
作
は
全
五
節
二
九
八
行
に
わ
た
る
長
篇

詩
で
、
環
境
破
壊
に
激
し
た
神
々
が
人
間
た
ち
へ
の
天
罰
と
し
て
大
洪
水
を
引

き
起
こ
す
と
い
う
筋
立
て
で
あ
る
。本
作
の
内
容
に
つ
い
て
山
田
有
策
は
、「
二

十
九
歳
の
成
熟
し
た
文
学
者
の
詩
と
し
て
は
余
り
に
も
幼
稚
で
貧
弱
な
も
の
」、

「
神
々
が
大
洪
水
を
起
し
て
人
間
を
反
省
さ
せ
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
は
幼
小

児
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
他
な
ら
ず
、
と
う
て
い
二
十
九
歳
の
詩
人
の
手
に
な
る
も

の
と
は
思
え
な
い
」
と
酷
評
し
て
い
る
（「
正
岡
子
規
の
新
体
詩
」、二
〇
〇
一
・

一
二
『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
六
六
巻
一
二
号
）。
し
か
し
、
作
者
の
年
齢

に
見
合
っ
た
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
成
熟
度
を
評
価
軸
に
据
え
る
と
き
、「
洪
水
」

を
取
り
巻
く
同
時
代
的
な
文
脈
は
ほ
と
ん
ど
捨
象
さ
れ
て
し
ま
う
。
実
際
、
田

岡
嶺
雲
は
同
作
に
つ
い
て
、「
其
想
は
従
来
の
我
国
歌
に
見
ず
、
ま
た
我
新
体

詩
中
稀
に
見
る
所
の
奇
警
な
る
も
の
な
り
」、「
其
想
は
如
何
に
も
雄
大
な
り
」

と
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
（「
竹
の
里
人
の
『
洪
水
』」、
明
二
九
・
一
二
・

五
『
青
年
文
』）。
こ
う
し
た
評
価
の
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に

置
き
つ
つ
、
改
め
て
「
洪
水
」
の
展
開
を
追
っ
て
い
く
。

　

第
一
節
は
、
汽
車
や
汽
船
、
工
場
な
ど
に
よ
っ
て
自
ら
の
住
処
を
侵
略
さ
れ

つ
つ
あ
る
森
の
神
と
川
の
神
が
、
そ
の
窮
状
を
雨
の
神
に
訴
え
る
一
幕
。
第
二

節
で
は
饗
応
を
受
け
た
雨
の
神
が
二
人
の
頼
み
を
聞
き
入
れ
、「
十
日
も
二
十

日
も
一
月
も
／
雨
の
源
涸
る
ゝ
ま
で
」
大
雨
を
降
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
。
第
三

節
で
は
人
間
界
に
場
面
が
移
り
、
雨
の
日
の
情
景
が
点
描
さ
れ
る
。
続
く
第
四

節
、
堤
防
の
決
壊
に
よ
っ
て
洪
水
が
発
生
す
る
。
こ
こ
で
は
一
組
の
母
子
に
焦

点
化
し
、
船
で
救
助
さ
れ
た
二
人
が
避
難
所
に
行
き
着
く
ま
で
の
様
子
を
追
っ

て
い
く
。
最
後
の
第
五
節
で
は
、
神
々
の
世
界
や
洪
水
の
現
場
か
ら
離
れ
、
政
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府
の
防
災
対
策
を
第
三
者
的
な
視
点
か
ら
批
判
し
て
い
く
。
こ
こ
で
は
そ
の
第

五
節
冒
頭
を
見
て
み
よ
う
。

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
の
新
聞
は
／
義
損
を
説
き
ぬ
。
金
持
は
／
金
を
出
だ
し
ぬ
。

国
庫
よ
り
／
補
助
を
与
へ
ぬ
。
さ
り
な
が
ら
／
焦
眉
の
急
を
救
ふ
の
み
。

／
又
雨
ふ
ら
ば
来
年
を
／
如
何
に
防
が
ん
。
林
政
は
／
全
く
す
た
れ
、
堤

防
は
／
修
理
至
ら
ず
。
慾
に
駆
ら
れ
／
利
に
使
は
る
ゝ
世
の
人
は
／
明
日

を
計
ら
ず
。
節
を
売
り
／
賄
を
買
ふ
役
人
は
／
日
雇
の
如
く
責
を
負
は
ず
。

／
歳
に
鉅
万
の
土
木
費
は
／
一
朝
砂
と
流
れ
去
る
。
／
政
府
眠
り
を
貪
り

し
／
怠
慢
の
罪
許
し
難
し
。

　

こ
の
一
節
は
詩
想
の
み
な
ら
ず
用
語
や
措
辞
の
上
で
も
極
め
て
散
文
的
と
言

え
よ
う
。
実
際
改
行
を
取
り
払
え
ば
散
文
と
し
て
大
方
意
味
は
通
る
。
そ
の
点

で
本
作
は
「
俳
句
的
な
写
生
詩
」
と
は
全
く
趣
を
異
に
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
明
治
二
十
九
年
は
水
害
が
多
発
し
た
年
だ
っ
た
。
六
月
十
五
日

の
三
陸
沖
地
震
に
伴
う
津
波
を
は
じ
め
、
九
月
頃
に
は
大
雨
よ
っ
て
各
地
の
河

川
が
氾
濫
し
て
い
る
。
子
規
の
「
洪
水
」
も
こ
う
し
た
同
時
代
状
況
を
反
映
し

た
作
品
と
言
え
る
。
そ
の
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
当
時
の
水
害
を
扱
っ
た
新
体
詩

に
目
を
向
け
て
み
た
い
。

　

た
と
え
ば
、
大
町
桂
月
「
海
嘯
」（『
こ
の
花
』
所
収
）
は
婚
礼
を
終
え
た
結

婚
初
夜
の
夫
婦
に
焦
点
化
す
る
。
特
に
全
六
十
四
行
中
四
十
四
行
で
夫
婦
の
睦

言
が
丹
念
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
へ
「
い
ざ
と
誘
ふ　

時
し
も
あ
れ
、
／
天

地
も
動
く　

ひ
ゞ
き
し
て
、
／
山
よ
り
高
き　

お
き
つ
浪
／
た
け
り
狂
ひ
て　

寄
せ
に
た
り
。」
と
津
波
が
押
し
寄
せ
、
最
後
は
「
か
た
み
に
抱
き　

抱
か
れ

て
／
よ
そ
め
も
い
と
　ゞ

睦
し
く
、
／
お
も
て
に
笑
は　

ふ
く
め
ど
も
、
／
こ

の
世
の
息
は　

絶
え
て
け
り
。」
と
閉
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
宮
崎
湖
処
子
「
海
嘯
」

（
明
二
九
・
七
・
二
五
『
文
芸
倶
楽
部
』）
で
は
、
津
波
に
よ
っ
て
「
わ
だ
つ
み

の
も
く
づ
」
と
な
る
と
は
夢
に
も
思
わ
ず
、
田
植
え
を
終
え
た
「
端は

つ

午う
ま

の
節を
り

」

に
、「
手
づ
く
り
の
酒
く
み
か
は
し
、
／
わ
が
世
を
ば
た
の
し
む
（
…
…
）」
村

人
の
姿
に
筆
が
割
か
れ
る
。
い
ず
れ
の
作
品
で
も
人
々
の
幸
福
な
日
常
か
ら
起

筆
す
る
こ
と
で
、
凄
惨
な
災
害
と
の
落
差
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
作
中
人
物
へ
の
共
感
を
媒
介
と
す
る
こ
と
で
、
無
常
感
や
悲
哀
と
い
っ
た

抒
情
性
を
強
烈
に
前
景
化
す
る
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
武
島
羽
衣
「
海
嘯
の
歌
」（
明
二
九
・
七
・
二
五
『
文
芸
倶
楽
部
』）

は
詩
形
の
面
で
異
彩
を
放
つ
。
同
作
で
は
五
・
五
か
ら
七
・
五
・
七
・
五
に
至

る
韻
律
を
シ
ン
メ
ト
リ
ー
に
配
置
し
て
お
り
、
押
し
寄
せ
る
波
が
次
第
に
引
い

て
い
く
様
子
が
想
起
さ
れ
る
）
8
（

。
韻
律
の
変
化
が
物
語
の
展
開
と
十
全
に
呼
応
し

合
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
水
害
の
物
語
が
量
産
さ
れ
る
中
、
詩
形

の
個
性
に
特
化
し
た
作
品
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、
吉
郎
「
秋
の
洪
水
」

（
明
二
九
・
九
・
一
五
『
早
稲
田
文
学
』）
は
、
被
災
地
の
惨
状
を
描
き
出
す
中

で
松
尾
芭
蕉
の
句
を
挿
入
す
る
。た
と
え
ば
、「
な
か
ば
落
た
る
橋
杙
に
／
か
ゝ

り
し
馬
の
は
ら
わ
た
を
／
く
は
へ
て
ゆ
く
か
「
枯
枝
に
／
烏
と
ま
り
け
り
秋
の

暮
」」
で
は
、「
か
れ
朶
に
烏
の
と
ま
り
け
り
秋
の
暮
」（『
あ
ら
野
』
巻
之
四
）

を
そ
の
ま
ま
情
景
描
写
に
転
用
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
既
存
の
詩
想
の
読
み
替

え
が
十
分
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
本
作
も
ま
た
、

詩
壇
に
お
け
る
独
自
性
を
意
識
し
た
作
品
と
し
て
一
応
は
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。
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以
上
の
よ
う
に
、
当
時
の
水
害
を
扱
っ
た
作
品
の
多
く
は
日
常
的
な
人
々
の

暮
ら
し
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
罹
災
後
の
惨
状
と
の
落
差
を
際
立
た
せ
て
い
た
。

ま
た
、
題
材
と
な
っ
た
災
害
の
情
報
が
新
聞
雑
誌
等
で
共
有
さ
れ
て
い
る
た
め
、

詩
想
以
外
で
の
差
別
化
に
も
関
心
が
向
か
い
、「
海
嘯
の
歌
」
の
よ
う
な
実
験

的
な
作
品
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
子
規
「
洪
水
」
と
近
似
す
る

作
品
と
し
て
与
謝
野
鉄
幹
「
海
嘯
」（『
天
地
玄
黄
』
所
収
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

下
り
は
て
た
る
世
の
中
に
、
／
け
が
れ
は
て
た
る
人
ご
こ
ろ
、
／
思
へ
ば

た
め
し
あ
ら
浪
の
、
／
斯
る
不
思
議
も
見
る
も
の
か
。
／
道
の
ひ
か
り
は

消
え
は
て
て
、
／
世
は
暗
が
り
に
成
り
て
よ
り
、
／
魔
王
は
お
の
が
時
ぞ

と
や
、
／
か
ろ
く
笑
ひ
ぬ
冷
や
か
に
。
／
（
…
…
）
／
魔
王
左
の
手
を
ふ

れ
ば
、
／
海
は
斜
め
に
か
た
ぶ
き
て
、
／
あ
は
れ
と
叫
ぶ
ほ
ど
も
な
く
、

／
逆
立
つ
浪
は
五
千
丈
、
／
さ
て
は
二
た
び
澎
湃
と
、
／
台
地
を
か
け
て

落
ち
か
か
り
、
／
人
も
す
み
か
も
ち
り
〴
〵
に
、
／
秋
の
木
の
葉
と
泛
び

つ
つ
、
／
あ
ぐ
る
悲
鳴
の
も
ろ
ご
ゑ
も
、
／
嬉
し
と
魔
王
は
聞
く
な
ら
む
。

　

人
間
世
界
の
堕
落
に
乗
じ
た
「
魔
王
」
が
こ
の
時
ば
か
り
に
暴
挙
に
及
び
、

三
陸
沖
の
地
震
を
引
き
起
こ
し
た
と
い
う
趣
向
で
あ
る
。
さ
ら
に
作
品
末
部
、

被
災
状
況
を
伝
え
る
「
飛
電
」
が
「
上
下
を
泣
か
す
」
一
方
で
、
宴
や
蛍
見
に

興
じ
続
け
る
「
宰
臣
の
洪
量
」
や
「
党
人
の
風
流
」
が
批
判
的
に
描
き
出
さ
れ

て
い
る
。
超
越
的
な
存
在
に
よ
る
自
然
災
害
の
発
生
、
そ
れ
に
翻
弄
さ
れ
る

人
々
の
様
子
、
そ
の
対
応
を
め
ぐ
る
社
会
批
判
と
い
う
構
成
は
子
規
の
「
洪
水
」

と
軌
を
一
に
す
る
。
こ
の
背
後
に
は
国
民
的
叙
事
詩
を
求
め
る
日
清
戦
後
詩
壇

の
問
題
意
識
が
垣
間
見
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
両
作
で
は
一
連
の
物
語
を
社

会
批
判
の
文
脈
へ
接
続
す
る
こ
と
で
、
被
災
者
個
人
の
有
り
様
が
軽
視
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
実
際
、「
洪
水
」
第
四
節
で
は
被
災
し
た
母
子
に
焦
点
化
し

て
い
る
も
の
の
、
子
供
の
あ
ど
け
な
さ
に
よ
っ
て
愛
憐
の
情
を
喚
起
し
よ
う
と

い
う
意
図
が
露
骨
で
、
人
物
間
の
や
り
取
り
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
も
子
規
は
、
主
体
的
な
個
人
の
交
流
で
は
な
く
、
継
起
的
に
連
続
す
る

行
為
と
景
物
の
交
錯
に
よ
っ
て
「
人
事
」
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
ま
た
、

子
規
「
明
治
二
十
九
年
」
二
十
一
篇
（
明
三
〇
・
一
・
一
『
日
本
』）
中
の
「
三

陸
海
嘯
」
と
「
東
北
地
震
」
で
も
、「
あ
は
れ
は
親
も
子
も
死
ん
で
」
や
「
人

溺
れ
」、「
家
頽
る
」
と
い
っ
た
簡
素
な
描
写
に
終
始
し
、
語
り
手
や
作
中
人
物

の
「
主
観
」
に
は
決
し
て
踏
み
込
ま
な
い
。「
主
観
」
に
基
づ
く
抒
情
性
が
希

薄
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
詩
論
の
上
で
は
韻
文
に
肩
入
れ
し
て
き
た
子
規

だ
っ
た
が
、
俳
句
に
収
ま
ら
な
い
「
人
事
」
を
新
体
詩
に
託
し
た
た
め
に
、
そ

の
実
作
に
お
い
て
は
叙
事
的
な
物
語
の
展
開
に
比
重
を
置
い
て
し
ま
う
。
こ
こ

に
子
規
の
新
体
詩
の
同
時
代
的
な
限
界
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
子
規
は
明
治
三
十
年
か
ら
新
体
詩
に
よ
る

押
韻
を
試
み
始
め
る
。
彼
の
押
韻
新
体
詩
に
は
比
較
的
多
く
の
反
響
が
寄
せ
ら

れ
た
が
、
結
局
は
単
な
る
実
験
的
な
試
み
と
し
て
風
化
し
て
い
っ
て
し
ま
う
。

た
と
え
ば
、『
江
湖
文
学
』
記
者
は
、「
押
韻
は
詩
を
生
動
せ
し
む
」
と
理
解
を

示
す
一
方
で
、「
相
接
せ
る
毎
句
に
押
韻
す
る
の
格
が
、
多
少
賑
は
し
く
浮
き

立
ち
た
る
調
子
を
有
す
る
」
と
指
弾
し
て
い
る
（
無
署
名
「
詩
趣
と
韻
脚
」、

明
三
〇
・
三
・
五
）。
あ
る
い
は
、「
新
体
詩
に
韻
を
踏
む
な
ど
ゝ
、
馬
鹿
な
真

似
を
な
し
ゝ
も
の
」（
無
署
名
「
新
体
詩
の
押
韻
」、
明
三
〇
・
四
・
一
〇
『
少
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年
文
集
』）
や
「
た
ゞ
試
み
た
り
と
い
ふ
ま
で
に
し
て
、
さ
し
た
る
効
果
未
だ

見
え
ず
」（
島
村
抱
月
「
新
体
詩
の
韻
律
」、
明
三
〇
・
五
・
一
五
『
早
稲
田
文

学
』）、「
功
を
奏
せ
ず
し
て
止
み
ぬ
」（
無
署
名
「
昨
年
の
新
体
詩
壇
」、
明
三

一
・
一
・
三
『
早
稲
田
文
学
』）
と
い
っ
た
表
面
的
な
批
判
が
散
見
さ
れ
る
。

　

先
述
の
よ
う
に
、
子
規
の
新
体
詩
の
根
底
に
は
散
文
へ
の
対
抗
意
識
が
あ
っ

た
。
一
方
、
彼
が
実
践
し
て
い
た
「
人
事
」
や
叙
事
的
な
物
語
は
、
抒
情
詩
時

代
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
当
時
の
詩
壇
に
お
い
て
、「
散
文
的
」
な
詩
想
と
み
な

さ
れ
て
し
ま
う
。
子
規
が
押
韻
新
体
詩
を
試
み
た
の
は
、
詩
想
や
音
数
律
以
外

の
側
面
で
、
同
時
代
の
新
体
詩
に
対
す
る
新
た
な
「
韻
文
性
」
を
確
保
す
る
た

め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
子
規
は
、
竹
村
錬
卿
宛
書
簡
（
明
三
〇
・
二
・

一
四
付
）
の
中
で
、「
押
韻
ヲ
ハ
ジ
メ
テ
後
ハ
小
生
ノ
詩
佶
屈
ニ
ナ
リ
シ
ト
見

エ
他
人
ノ
新
体
詩
ハ
文
章
ノ
如
ク
思
ハ
レ
候
」
と
発
言
し
て
い
る
。
押
韻
に
詩

形
上
の
新
天
地
を
見
出
し
た
彼
は
、「
小
生
ノ
考
ニ
テ
ハ
今
日
ノ
新
体
詩
ハ
詩

ニ
非
ズ
」
と
断
じ
る
に
至
る
。
ま
た
、「
新
体
詩
押
韻
の
事
」（
明
三
〇
・
三
・

五
『
日
本
人
』）
で
も
、
句
尾
に
名
詞
を
配
置
す
る
自
身
の
押
韻
新
体
詩
を
「
句

法
は
著
く
曲
折
多
し
」
と
自
負
し
つ
つ
、「
句
法
の
平
易
に
し
て
文
法
の
正
し

き
」
同
時
代
の
新
体
詩
を
「
殆
ど
散
文
と
択
ぶ
無
き
な
り
」
と
非
難
し
て
い
る
。

「
韻
文
は
常
に
散
文
的
な
る
を
許
さ
ゞ
る
な
り
」
と
語
る
よ
う
に
、
子
規
は
外

在
律
の
制
約
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
詩
想
の
抒
情
性
に
拠
ら
な
い
新
体
詩
の
個

性
を
模
索
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
当
時
の
詩
壇
で
は
押
韻
の
実
験
性
の
み
が
批
判
に
晒
さ
れ
、
措
辞

の
異
化
作
用
と
い
う
観
点
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
議
論
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、

抒
情
詩
時
代
の
幕
開
け
を
告
げ
た
『
若
菜
集
』
は
個
性
的
な
措
辞
に
よ
っ
て
好

評
を
博
し
て
い
た
（
前
掲
五
十
里
論
）。
子
規
も
ま
た
「
近
時
の
新
体
詩
」
の

中
で
「
一
句
終
り
に
名
詞
を
置
く
者
」
と
し
て
藤
村
の
名
を
挙
げ
て
い
る
（
前

掲
「
新
体
詩
押
韻
の
事
」）。
そ
れ
は
同
時
に
「
今
の
新
体
詩
家
に
し
て
韻
を
踏

み
得
る
者
」
と
の
評
価
に
も
繋
が
っ
て
い
く
。
子
規
の
新
体
詩
は
、
韻
文
性
を

模
索
す
る
中
で
行
き
着
い
た
押
韻
に
お
い
て
、『
若
菜
集
』
に
通
じ
る
よ
う
な

措
辞
上
の
革
新
性
を
持
ち
得
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
見
方
を
変
え
れ

ば
、
措
辞
の
個
性
に
見
合
う
よ
う
な
詩
想
と
詩
形
の
調
和
が
果
せ
な
か
っ
た
点

に
こ
そ
、
子
規
の
新
体
詩
の
同
時
代
的
な
限
界
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
子
規
の
新
体
詩
を
明
治
三
十
年
前
後
の
詩
壇
の
中
に
布
置
し
直

し
、
そ
の
同
時
代
的
な
位
置
づ
け
を
検
討
し
て
き
た
。
特
に
、「
俳
句
的
な
写

生
詩
」
と
い
う
評
価
を
見
据
え
つ
つ
、
俳
句
と
新
体
詩
の
ジ
ャ
ン
ル
上
の
差
異

に
つ
い
て
考
察
し
た
。
明
治
二
十
九
年
の
子
規
は
、
俳
句
を
散
文
化
す
る
「
新

調
」
か
ら
距
離
を
取
る
こ
と
で
詩
壇
へ
と
進
出
し
て
い
き
、
俳
句
で
は
不
適
当

と
さ
れ
た
複
雑
な
「
人
事
」
を
新
体
詩
で
実
践
し
て
い
っ
た
。
他
方
、
当
時
の

詩
壇
で
は
、
複
雑
な
詩
想
へ
の
適
応
を
掲
げ
た
朗
読
体
新
体
詩
が
批
判
を
被
っ

て
お
り
、
韻
律
の
み
に
還
元
さ
れ
な
い
「
詩
」
の
条
件
が
議
論
さ
れ
て
い
た
。

そ
う
し
た
詩
論
の
流
行
に
伴
い
、
詩
壇
の
趨
勢
は
叙
事
詩
の
時
代
か
ら
抒
情
詩

の
時
代
へ
と
移
行
し
て
い
く
。
子
規
は
こ
う
し
た
時
代
相
の
中
で
七
五
調
の
定
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型
と
漢
語
俗
語
の
折
衷
案
を
採
用
し
た
。
ま
た
、
彼
は
俳
句
と
の
差
異
に
お
い

て
「
人
事
」
を
長
篇
詩
独
自
の
表
現
内
容
と
し
て
定
位
し
て
い
た
た
め
、
詩
想

の
面
で
は
「
客
観
」
に
基
づ
く
叙
事
詩
を
専
ら
と
し
た
。
し
か
し
、
抒
情
詩
が

台
頭
す
る
詩
壇
に
お
い
て
、
子
規
の
目
指
し
た
叙
事
詩
は
相
対
的
に
散
文
的
な

詩
想
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
と
き
子
規
は
、
詩
想
上
の
散
文
性
か

ら
脱
却
す
る
た
め
押
韻
新
体
詩
を
実
践
し
、
詩
形
と
措
辞
の
上
で
新
た
な
韻
文

性
の
確
立
に
腐
心
し
た
。
だ
が
、
そ
う
し
た
新
た
な
「
詩
」
の
探
究
も
、
当
時

の
詩
壇
で
は
押
韻
の
実
験
性
の
み
を
以
て
槍
玉
に
挙
げ
ら
れ
て
し
ま
う
。『
若

菜
集
』
が
抒
情
的
な
詩
想
と
独
特
な
措
辞
と
の
調
和
に
お
い
て
一
時
代
を
確
立

し
得
た
の
に
対
し
、
子
規
の
押
韻
新
体
詩
は
時
勢
と
の
齟
齬
の
中
で
埋
没
し
て

い
く
こ
と
と
な
る
。

注

（
１
）　

講
談
社
版
『
子
規
全
集　

第
八
巻
』（
一
九
七
六
・
七
）
に
よ
る
と
、
現
在
確
認
で

き
る
子
規
の
最
初
の
新
体
詩
は
明
治
二
十
一
年
の
「
時カ

ツ
ク
ー鳥

（
西
洋
翻
訳
）」（『
竹
乃
里

歌
』）
で
あ
り
、
最
後
の
作
は
明
治
三
十
四
年
九
月
の
「
俚
歌
ニ
擬
ス
」（『
仰
臥
漫
録
』）

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
子
規
は
九
十
八
篇
の
新
体
詩
を
執
筆
し
て
い
る
が
、
そ
の
内

七
十
五
篇
が
明
治
二
十
九
、
三
十
年
の
二
年
間
に
書
か
れ
て
い
る
。

（
２
）　

杉
本
論
と
重
複
す
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
が
、
芦
谷
信
和
「
日
清
戦
後
の
詩
論
と

『
抒
情
詩
』
の
「
独
歩
吟
序
」
│
│
詩
の
内
容
と
形
式
に
関
す
る
諸
論
を
め
ぐ
っ
て

│
│
」（
一
九
八
七
・
三
『
立
命
館
文
学
』
五
〇
〇
号
）
も
当
時
の
論
争
の
要
点
を
端

的
に
ま
と
め
て
い
る
。

（
３
）　

当
時
の
詩
壇
の
趨
勢
に
つ
い
て
は
、
越
智
治
雄
「
叙
事
詩
の
時
代
」（
日
本
文
学
研

究
資
料
刊
行
会
編
『
明
治
の
文
学
』、
一
九
八
一
・
一
二
、
有
精
堂
出
版
）
に
詳
し
い
。

（
４
）　

国
木
田
独
歩
は
「
新
体
詩
を
以
て
叙
事
詩
を
作
る
こ
と
は
必
ず
失
敗
す
べ
き
を
信
ず
」、

「
初
め
よ
り
覚
悟
し
て
叙
情
詩
の
上
に
の
み
十
分
の
発
達
を
遂
げ
し
む
る
に
若
か
ず
と

信
ず
」
と
主
張
し
て
い
る
（「
独
歩
吟　

序
」、『
抒
情
詩
』
所
収
）。

（
５
）　

実
作
だ
け
で
な
く
議
論
に
つ
い
て
も
、「
俳
句
論
一
時
最
も
盛
行
し
た
り
し
が
、
議

や
尽
き
け
ん
、
は
た
言
者
、
聴
者
や
倦
み
け
ん
、
此
等
の
論
鋒
近
時
一
転
し
て
新
体
詩

に
向
か
へ
る
趣
あ
り
」（
無
署
名
「
新
体
詩
界
」、
明
二
九
・
九
・
一
『
早
稲
田
文
学
』）

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）　

前
掲
五
十
里
論
で
は
『
若
菜
集
』
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
「
均
斉
の
美
を
生
む
対
句

表
現
」
を
挙
げ
て
い
る
。
と
り
わ
け
「
秋
風
の
歌
」
や
「
草
枕
」
に
見
ら
れ
る
「「
朝
」

「
あ
し
た
」
と
「
夕
」「
ゆ
ふ
べ
」
の
対
偶
」
に
は
『
万
葉
集
』
の
影
響
が
色
濃
い
と
い
う
。

（
７
）　

前
掲
坪
内
論
で
は
、
子
規
編
『
俳
家
全
集
』（「
高
桑
闌
更
」
秋
部
「
鹿
」
の
項
）
の

掲
出
句
が
「
そ
の
ま
ま
、
子
規
の
「
鹿
笛
」
と
重
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
同
所

記
載
の
闌
更
句
を
列
挙
す
る
。「
鹿
の
角
そ
れ
も
う
ら
む
る
声
な
る
か
」、「
鹿
笛
に
谷

川
わ
た
る
音
せ
は
し
」、「
鳴
く
鹿
の
片
顔
見
ゆ
る
木
の
間
哉
」、「
笛
に
よ
る
鹿
も
羊
の

歩
み
か
な
」、「
鳴
き
止
ん
で
鹿
二
つ
行
く
谷
間
哉
」、「
鳴
き
絶
え
て
鹿
の
踞
ふ
夜
明
哉
」、

「
裏
に
鳴
く
鹿
さ
し
覗
く
籬
哉
」（
詞
書
「
春
秋
亭
に
て
」）、「
耳
立
て
ゝ
鳴
く
音
に
向

ふ
男
鹿
哉
」、「
恋
ひ
〳
〵
て
背
の
骨
高
し
雨
の
鹿
」、「
思
ひ
き
つ
て
帰
る
か
暁
の
一
つ

鹿
」、「
思
ひ
草
喰
ひ
折
る
昼
の
男
鹿
哉
」。
坪
内
は
、
こ
れ
ら
の
句
に
見
ら
れ
る
「
物

語
性
」
を
新
体
詩
「
鹿
笛
」
と
関
連
づ
け
る
の
だ
が
、
語
句
や
物
語
内
容
の
上
で
両
者

の
接
点
は
見
出
し
難
い
。

（
８
）　

構
成
の
内
訳
は
以
下
の
通
り
。
五
・
五
（
一
〜
六
、
四
一
〜
四
六
行
目
）、
七
・
五
（
七

〜
一
二
、
三
五
〜
四
〇
行
目
）、
七
・
七
（
一
三
〜
一
八
、
二
九
〜
三
四
行
目
）、
五
・

七
・
五
（
一
九
〜
二
〇
、
二
七
〜
二
八
行
目
）、
七
・
五
・
七
・
五
（
二
一
〜
二
六
行
目
）。

※
引
用
に
際
し
て
圏
点
と
ル
ビ
は
適
宜
省
略
し
、
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
。
ま
た
、
引
用

文
中
の
ス
ラ
ッ
シ
ュ
（
／
）
は
改
行
を
表
わ
す
。
本
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